
開館１０周年を迎えて 館長 木村弘之

平成 20 年４月、当館が静岡県唯一の公文書館として開館してから、丸 10 年が経過しました。

現在においても、この唯一という状況は変わっていません。 

当館では、これまで、「歴史公文書の評価選別と保存」、｢史資料の収集・整理・目録作成｣、｢竜

洋及び福田町史編さん事業｣、「2０回の企画展の開催」等を進めてきました。何よりも、所蔵資料

が約２０万点に至ったことが誇りとするところです。 

当館は、歴史的な公文書と地域史資料を収集・整理・保存し、みなさまに御利用いただく施設

です。身近な疑問について調査のお手伝いをさせていただければと思います。 

今後も日々の研鑽を積み、次の１５周年にはさらに充実した公文書館の姿をお見せできるよう努

力してまいります。みなさまの御利用を心からお待ちしております。

この『寺谷村御用留
てら だ に む ら ご よ う ど め

』は、昨年度、

静岡県立大学名誉教授の岩崎鐵

志先生から磐田市へ寄贈していた

だいたものです。 

全８冊で、慶応４年（1868）から明

治６年(1873)までの、寺谷村を経由し

た触書等が書き写されています。 

「御用留」は、江戸時代の地方文書の 

一つで、領主からの触書・廻状や、村内からの請書や願書を書き留めたものです。村の名主(庄

屋)は、触書や廻状を受け取ると、一読して村名の下に印を押し、順に次の村へ廻しました。従って、

後日の参考のために手元に控えを残す必要があったのです。 

享保年間（1716～1736）以降、触書・廻状が頻発されるに従い、「御用留」は全国的に一般化し

ます。「寺谷村御用留」には、明治維新直後の浜松県令、中泉郡方役所、中泉郡政役所、寺谷村

の間でやり取りされた触書・廻状が記録されています。 

寺谷用水路の破損に伴う村普請のことや、明治維新の

様々なお触れ、命令などです。中には、明治６年（1873）に

浜松県令林厚徳より出された「男女混浴禁止のお触れ」も

書かれています。当時の磐田の農村行政をうかがうことの

できる、たいへん貴重な資料を寄贈していただきました。 

文書館だより 

磐田市歴史文書館
平成３０年 11 月 1 日 

第 １２ 号 

寄贈資料の紹介 

『寺谷村御用留』〈慶応４年～明治６年〉 

地方文書（じかたもんじょ）  

 近世の村で、名主（庄屋）などの村

役人が、行政上の必要から作成また

は収受して残された文書・記録類で、

村方（むらかた）文書ともいいます。 

 御用留の他に、村明細帳や年貢割

付帳、宗門人別帳などがあります。 



平成３０年 12 月 1４日（金）まで          平成３１年１月１５日から２月２８日まで

「歴史文書館の紹介と過去の企画展」        「寺谷用水の創設から今日まで」 
～明治 150 年、遠州の俳諧、第 28 番見付宿～ ～天竜川左岸下流域の景観を作り出した農業用水～

※入館は午後４時 30 分まで ※歴史学習会は、２月２日(土)１３：３０から

こんな時には御相談ください。 

☆古い家や蔵を壊すので、古文書
や古写真などの所蔵資料を、磐 
田市へ寄贈したい。 

☆所蔵資料の保存・活用を図り、 
後世に伝えたい。 

古文書ボランティア 

公文書65,421 

地域史資料

90,514 

行政資料14,819 

地図 絵図

2,207 

統計資料392 

一般図書5,375 

古書籍2,808 
CD・DVDﾋ゙ﾃ゙ｵ類

1,678 

写 真12,449 土質標本182 

新聞記事89 

所蔵資料数（H30.3.31現在）

合計 

195,934 

只今、寺谷村｢御用留｣を解読中！ 

当館では、隔週水曜日の午前９時から磐田市内の歴

史文書史料の原文を解読する「古文書ボランティア」を開

催しています。今年度は１８名の方が参加し、前頁で御紹

介した『寺谷村御用留』を解読しています。 

この『御用留』には、寺谷用水についての記述があるこ

とから、現地を訪れてみたいとの希望が出され、10 月 10

日には、寺谷用水土地改良区、大円寺、用水取水口跡

などを見学しました。 

活動は、現地見学や解読ミニ講座によってより一層活

気のあるものになっています。今年度中には、『下大原村

土井家文書』(古文書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ報告書第１集)を出して、

今までの成果発表をしていきたいと考えています。

平成 29 年度末所蔵資料は約 20 万点に！
所蔵資料数 

平成 29 年度末の所蔵資料

数は、左のグラフのとおり、合計

195,934 点となりました。 

公文書は、保存期限が満了

したものから、歴史的・文化的

に重要な文書、説明責任上で

保存すべき文書など６５,４２１点

を保存しました。 

また、地域史資料として、

1,275 点を新たに寄贈していた

だきました。
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  午前 9 時～午後 5 時 


